
 

 

 令和４ 年７ 月２ ８ 日 

 

亀岡市議会議長 福井 英昭 様 

 

産業建設常任委員長 赤坂 マリ ア 

 

 

委員会調査報告書 

 

 当委員会で調査し た事件の調査結果について、 亀岡市議会会議規則第１ １ ０ 条の

規定により 下記のと おり 報告し ます。  

 

記 

 

 

１  派遣期間  令和４ 年７ 月１ １ 日（ 月）  

 

２  派遣場所  京都府京丹波町 

 

３  調査項目  木質バイ オマスの取組について（ 現地視察含む）  

 

４  派遣委員  赤坂マリ ア、 小川克己、 田中 豊、 奥野正三、  

        藤本 弘、 木曽利廣、 菱田光紀 

 

５  概  要  別紙のと おり  



 

京都府京丹波町 
令和４年７月１１日（月） 

 

 

 
調査項目 

○木質バイオマスの取組について 



1 
 

 

 

視  察  概  要 
 

◎京都府京丹波町視察 
 

令和４年７月１１日（月）１０：００～１２：００ 

＜視察項目＞ 

・木質バイオマスの取組について 

＜京丹波町の概要＞ 

・人口：１２，４０５人      ・面積：３０３．０９Ｋ㎡ 

・町政施行：平成１７年１０月１１日  ・議員数：１３人 
 

   
      赤坂委員長 あいさつ       梅原京丹波町議会議長 あいさつ 
 

   
       担当者 説明            地域熱供給施設 現地視察 
          

 

 

 

 

 

 

 



2 
 

  
    地域熱供給施設 現地視察         地域熱供給施設 現地視察 
 

  
     地域熱供給施設 現地視察 
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京都府京丹波町（人口１２千人、面積３０３．０９K ㎡） 

※森林面積２５，０４２ｈａ、森林率８２．６％（Ｈ３１．３．３１現在） 

視察項目 木質バイオマスの取組について 

視察の目的 

 

亀岡市では、 面積の約７ 割を森林が占めているが、 木材需要の低迷や集落

人口の減少などから 、 林業就業者が不足し ており 、 間伐時期にある木材を間

伐し 、 有効活用でき ていない現状がある。  

京丹波町においては、 面積の約８ 割を森林が占めているが、 「 京丹波町バ

イ オマス産業都市構想」 において、 バイ オマスの面から「 自給自足的循環社

会」 を構築するための具体的な事業展開を示し ている。 林地残材を有効利用

するため、 公共施設や民間施設、 住宅等に木質バイ オマスや薪スト ーブを導

入し 、 木材を熱源と し たエネルギーの地産地消に取り 組んでいるこ と から 、

その事例を学び、 参考と するため視察調査を行う 。  

施策等の概要 京丹波町の木質バイオマスの取組 

１  京丹波町バイ オマス産業都市構想 

２  薪ボイ ラ  

３  薪スト ーブ等の購入補助 

４  特別養護老人ホームや保育所の暖房や給湯に活用 

５  「 木づかい文化」 の醸成 

６  森林資源量解析システム 

７  流木の活用 

８  京丹波町森づく り 計画 

９  森林資源のフ ル活用プロジェ ク ト  

考 察 

 

〇京丹波町は、 森林を活用し 、 木質ボイ ラ を導入し ている町である。 現在、

モデル事業と し て特別養護老人ホームや保育所で、暖房や給湯に熱を供給

し ており 、 燃料になるチッ プについては、 町内産のチッ プのみを使用し て

いる。 ボイ ラ の工事費は、約２ 億５ 千万円（ ５ ０ ０ ｋ ｗ ／ｈ 、 イ タ リ ア製）

であり 、 補助金対象にも なっ ている。 ９ ， ６ ０ ０ 万円をグリ ーンイ ンフ ラ

と し て活用し ている 。 京丹波町では木質バイ オマスボイ ラ 設置計画の中

で、 町内事業者にコ ンサルを委ね進めてき たが、 ノ ウハウハがないまま手

探り 状態で、 かなり のト ラ ブルを抱えてき た。 特に夏場はチッ プが乾燥し

すぎて、 スク リ ュ ーコ ンベアに絡んで進まないため、 チッ プ自体が削れ過

ぎて、燃焼室まで送れない。サイ ロに入っ ているチッ プは乾燥し すぎると 、

わざわざ水をまかなければいけない等、 実際エラ ーが出て、 年間に稼働し

ているのは、 ３ ２ ４ 日と まだまだ問題が多い状態である。 木質バイ オマス

ボイ ラ のメ ーカ ーは、 チッ プでは約１ ６ 社、 ペレッ ト ボイ ラ は約１ ９ 社、

薪ボイ ラ は約１ ５ 社と 代理店があり 、 日本・ オースト ラ リ ア・ 韓国・ イ タ
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リ ア・ スイ ス・ ド イ ツ等様々な形式がある。 以前北海道下川町で使われて

いたバイ オマスボイ ラ は、 スイ ス製で（ シュ ミ ッ ト ） そのよう なト ラ ブル

はほと んどない状態であっ た。 亀岡市においても 、 も ちろ んバイ オマスボ

イ ラ は必要であるが、 いろ いろ な種類や、 メ ーカ ーが出し ているボイ ラ に

ついて、 し っ かり 研究し ていかなければなら ないと 考える。  

 

〇森林面積が市域の８ 割を占める京丹波町は、 町内産木材を使用し て、 町役

場を建設さ れ、 令和３ 年１ ０ 月２ ４ 日に竣工式が行われた。 私たちは木の

ぬく も り を感じ ら れる庁舎で説明を受け、 熱源設備を見学し 、 質疑を行っ

た。 京丹波町の人工林のう ち、 伐採期が到来し ている４ ６ 年以上の森林が

３ 分の２ を占めており 、間伐中心の施業から 主伐に移行する時期が到来し

ている。 森林資源を活用し た取組と し て、 適正な森林管理を続けながら 、

毎年一定の面積の主伐・ 再造林を実施し ている。 また、 町内材を建物や家

具などの材料と し て活用し ている。 なお、 町内で生まれた赤ちゃんに伐採

さ れたヒ ノ キを使っ た「 京丹波ぬく 森（ も り ） のイ ス」 を贈ら れている。

そし て、 林地残材を木質バイ オマスボイ ラ の燃料と し て活用し ている。 本

市と 違い京丹波町には幾つかの製材所があり 、バイ オマスボイ ラ の燃料と

なるチッ パーを使いチッ プができ 、 木材の加工ができ る。 本市ではバイ オ

マスボイ ラ の燃料で木質チッ プを使う 場合、木材料と チッ プ製造が課題で

ある。 京丹波町地域熱供給システム導入の意義・ 効果と し ては森林資源、

エネルギーの地産地消や、 雇用創出、 林業振興にも つながっ ている。 北海

道下川町で視察し たシステムより 規模は小さ いが、地域資源循環に取り 組

まれていた。システム導入に当たり コ ンサルに任せき り であっ たと いう 課

題も 伺っ たので、 導入に当たっ ては、 燃料やどのぐ ら いの規模で、 何を対

象に行う のかと いう こ と も 含め、 他市の事例を参考に、 慎重に検討すべき

だと 考える。  

 

〇本市の森林をどう 育て・ 活用するのかと いう 「 計画」 の策定（ 北海道下川

町の「 循環型森林経営」 のよう な計画） が必要であり 、 策定するこ と によ

っ て、 木質バイ オの活用が見えてく ると 思う 。 京丹波町役場のよう に、 地

域産木材を使い、 温かみのある公共施設の建設を考えるべき である。  

 

〇町域の８ ３ ％が森林で、 そのほと んどが私有林と なっ ている。 そのう ち、

６ ０ ％が針葉樹であり 、 森林整備は主に京丹波町森林組合が実施し てお

り 、 車両系伐採は森林組合が行い、 架線系伐採は民間事業者へ委託し てい

る。事業と し ては平成２ ３ 年度から ２ ７ 年度までに薪ボイ ラ を累計６ 基導

入し 、住民生活レベルでは薪スト ーブなどの購入に対する補助を行っ てい

る。 また、 平成２ ６ 年度に木質バイ オマスボイ ラ を活用し た地域熱供給シ
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ステム構築に向けた調査・ 検討が行われ、 特別養護老人ホームや保育所の

暖房や給湯に木質バイ オマスエネルギーが活用さ れている。本市に導入す

るには、 まず木を伐る人・ 木を扱う 人が少ない上に林道・ 集材所・ 製材所

等の整備から 検討する必要があり 、 導入するためには、 まずし っ かり と し

た組織づく り から 始める必要がある。  

 

〇町面積の約８ ３ ％が森林で、伐採期に到来し ている森林がそのう ちの３ 分

の２ を占めている同町にと っ ては、 森林の管理と 活用の面から も 、 同取組

は必要な事業と 痛感し た。亀岡市においても 市面積の３ 分の２ が森林であ

り 、 伐採期を迎えている森林の状況も よく 似ており 、 森林の管理と 整備・

活用面から も 、 木質バイ オマス事業の取組を検討し てみる価値はある。 北

海道下川町の木質バイ オマス事業と 比較すると 、規模も 小さ く ボイ ラ も 小

さ いため、 効果がボイ ラ 設置場所の周辺に限定さ れており 、 温水パイ プの

届く 周辺の老人ホームや保育所に限定さ れている。 こ の規模では、 近く に

ある小学校までは、温水パイ プを延長し ても 熱資源を供給するこ と はでき

ない。味夢の里等へ木質バイ オマスを活用し た浴場等を設置し よう と すれ

ば、 その近く にも う 一基ボイ ラ を設置する必要があるため、 必要な地域ご

と にボイ ラ を設置し ていく 必要がある。  

 

〇京丹波町の森林を活用し た取組は、 ①適正な森林管理を続けながら 、 毎年

一定の面積の主伐・ 再造林の実施②町内産材を建物や家具などの材料と し

て活用③林地残材を木質バイ オマスボイ ラ の燃料と し ての活用である。本

市の現在の取組状況では、 現状、 森林活用は難し いが、 基本計画を立て、

間伐材を活用するこ と が課題である。 また、 間伐材等を活用し て、 木質バ

イ オマスを利用し た事業の推進が必要と 考えら れる。  

 

〇全国的に見ても 戦後植林さ れたスギ、 ヒ ノ キが伐採時期にき ているので、

こ れをいかに活用するかが急務である。 また、 伐採し た木が、 山林所有者

の資産と し て価値のある も のと し て取り 扱われる 仕組み作り が必要であ

り 、 木を保管し 、 乾燥でき る貯木場と こ れをチッ プにする機械の導入が必

要である。  

 

委員の意見等 

 

〇本市における現在の山林の状況を鑑みても 適正な森林管理・ 循環型森林 

資源の活用に、 早急に取り 組むべき であると 考える。  

 

〇亀岡市に木質バイ オマス事業を取り 入れよう と する場合は、計画書の作成

やどこ に設置するのか場所の選定、 チッ プを作る製材所の確保、 チッ プの

材料と なる木材の安定確保等、ボイ ラ を設置し よう と すれば多額の費用が
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必要になるため、 国への補助金申請等が必要と 考えるので、 し っ かり と 検

討し ていく 必要がある。 また、 森林整備・ 森林管理政策と 連動さ せて検討

し ていく 必要がある。  

 

〇京丹波町は、 森林資源を活用し た木質バイ オマスの利用を通じ 、 エネルギ

ー・ 環境・ 産業・ コ ミ ュ ニティ を主と し たまちづく り を目指し 、 モデル事

業と し て実施し ている。和知地区の町有地に木質バイ オマスボイ ラ を設置

し 、 特別養護老人ホーム長老宛の暖房用及び給湯用、 保育所の暖房用に熱

を供給し ている。 本市で活用するこ と ができ ると 考えら れるのは、 木質バ

イ オマス熱供給システムを整備し て、 湯の花温泉に加温さ れた、 お湯を供

給し て、 かけ流し 温泉を観光の目玉にする。 また、 近く にある、 ２ つの特

養老人ホームで暖房用と 給湯用に活用し 、 さ ら に、 近隣住宅にも 暖房用と

給湯用に熱供給するため、間伐材の活用と 森林の整備に力を入れるべきと

考える。  

 

〇本市の山林状況を見れば、早急に木材を活用するシステム作り が必要であ

る。 京丹波町の場合には、 チッ プ製造を地元事業者に任せているが、 ボイ

ラ のシステム上、チッ プの乾燥具合によっ てう まく 機能し ないこ と も ある

ので、 導入上の検討課題である。 また、 木質ボイ ラ を活用し て農業ハウス

を暖房でき ると 農家の栽培能力・ 所得向上につながるので検討すべき であ

る。 また、 そのボイ ラ から 出る燃焼灰は、 有機肥料と し て使えるので地域

循環型のシステムと なる。  

 

 


